
校章制作者 西潟錦一 様 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜体力＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校が取り組むこと 
〇 一人一人が具体的なめあてを立て、
自己評価できるように、めあてカー
ドを活用します。 

〇 体育授業では、個々の課題に応じ
て、課題を選択できる工夫をします。 

子どもたちが取り組むこと 
〇 自分のめあてを立て、達成に向けて
取り組みます。 

＜健康＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校が取り組むこと 
〇 児童・保護者対象にしたメディア利
用や基本的生活習慣に関する講演会
を複数回実施します。 

〇 八海健康 Week のめあてが達成でき
るよう事前指導や期間中の声掛けを
工夫します。 

子どもたちが取り組むこと 
〇 保護者と話し合い、家庭でのメディ
ア使用のルールを決めて、実践しま
す。 

＜各種連携＞ 
【家庭やＰＴＡとの連携】 
・運営委員会や各専門部の計画による取組 
・学校行事へのボランティア協力依頼 
・「早寝・早起き・朝ご飯」、家庭学習、メディア 
【地域との連携】 
・登校時の子ども見守りとあいさつ運動 
・ふらっとルーム活用による学習ボランティア 
・学校運営協議会による熟議と評価 
・地域づくり協議会、民生児童委員会による取組 
・後援会による支援 
【行政機関、幼保小中の連携】 
・市教委、子ども家庭サポートセンター等との連携 
・幼保小中での共通課題の把握と取組 

 

 

南魚沼市後期教育基本計画 

１ 安全･安心で、活気に満ちた学校づくり 

２ 意欲を高め、確かな学力を育成する教育

の推進 

３ 健やかな身体を育成する環境の整備 

４ 夢、未来、希望を育む教育の推進 

５ 共生社会の礎を築く特別支援教育の推

進 

６ 生きる力の基礎を培う幼児教育の充実 

学校教育の重点 
地域の特色を生かし、 

地域とともに歩む学校づくり 

ふるさとの愛と誇りを胸に、夢や希望を持

って粘り強く挑戦し､未来を切り拓いてい

ける､たくましいひとづくり 

＜重点事項＞ 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現 

２ いじめをしない、許さない、 

命を大切にする意識の醸成 

一人一人の教育的ニーズに応じた 

指導・支援 

 
 

学習指導要領 

 
 
 
 
 
 
 
 

学校が取り組むこと 
〇「学びの土台」を作ります。 
 ・基礎基本の定着 
 ・「聴き方、話し方」を含めた学習規

律の徹底 
〇「分かる・できる」を実感する授業
を行います。 
・子どもの言葉を生かした、必要感
のある追求課題の設定 

・友達と関わりながら、思考し、解
決していく場の設定 

・課題解決までの流れを振り返り、
自分の言葉や図でまとめる場の設
定 

子どもたちが取り組むこと 
〇自分の考えをもって、友達と関わり
合います。 

〇文や資料に書かれてあることを正し
く読み取り、自分の言葉でまとめま
す。 

〇相手意識をもって、わかりやすく伝
えます。 

〇自分で決めためあて達成に向けて、
家庭学習に取り組みます。 

☆「自分の考えを伝えたり、説明したりし
て学習している」と自己評価する 

 【児童アンケート】A：全学年が 80％以上 
☆「学習は楽しい」と自己評価する。 
 【児童アンケート】A：全学年が 80％以上 
☆ 国語と算数の学習内容を理解している 
 【ワークテスト】A：各学級で 80点を上回る
子が 80％以上 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校が取り組むこと 
〇 子どもたちが関わり合い、協力する
活動を行います。 
・めあてを決めて取り組み、振り返っ
たり、互いに頑張りを認め合った
りする活動の充実 

・縦割り班活動の充実 
・学級や児童会等で、自分たちで決め 
て、実践する取組の充実 

 ・あいさつ運動の継続 
〇 道徳教育を充実させます。 
 ・子どもたちが、自分事として考え、

話し合う道徳授業の実践 
 ・人権教育の推進 
〇 ＱＵ調査の結果を職員で共有し、集
団づくりや子どもたち一人一人への
指導に活かします。 

子どもたちが取り組むこと 
〇 様々な活動について、自分たちで考
え、話し合って決め、実行します。 

〇 友達のよいところや頑張っている
ところを賞賛するために、運営委員
会が中心となって「いいところポス
ト」の活動をします。 

〇 縦割り班活動で協力し合います。 
〇 学校内外で進んであいさつします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校が取り組むこと 
〇 総合や生活の授業で、地域の人・も
の・ことを活用した活動を行います。 

〇 学年に応じて、調べたり体験したり
したことを基に、五十沢や南魚沼の
よさ・課題について考える取り組み
を行います。 

〇 授業や校外学習での学習ボランテ
ィアを地域人材の協力を得るため
に、フラットルームと連携します。 

〇 地域の達人を講師としたクラブ活
動を行います。 

子どもたちが取り組むこと 
〇 学年に応じて、五十沢地域や南魚沼
市のことについて理解を深める活動
や考える活動に取り組みます。 

〇 地域の人・もの・ことと関わりなが
ら積極的に活動したり、分かったこ
とや自分の考えをまとめて、発信し
たりします。 

○ １，２年生の生活では、「身近な人
や地域を知る・学ぶ活動」に取り組
みます。 

○ ３年生からの総合的な学習の時間
では、４年間を見通して以下のよう
に取り組みます。 

 ・つかむ場（意識の共有） 
 ・やってみる場（体験活動） 
 ・問いを生む場（振り返る） 
 ・問いを解決する場（調査活動） 
 ・まとめ、発信する場 

☆「自分にはよいところやがんばってい
ることがある」と自己評価する。         
【児童アンケート】A：肯定的評価が 80％
以上 

☆「自分から進んであいさつをしてい
る」と自己評価する。 
【児童アンケート】Ａ：肯定的評価が
80％以上 

☆ 「ふるさと五十沢や南魚沼市につい
ての学習が好き」と回答する。                          
【児童アンケート】A：80％以上 

☆ 「ふるさと五十沢に関わる活動を子ど 
もが楽しんでいる」と回答する。            
【保護者アンケート】A：80％以上 

○子どもの実態を的確に把握し、一人一人の教育的ニーズに応じた指導  ○授業のユニバーサルデザイン化  〇お互いのよさを認め合う、賞賛し合う、励まし合う取組   
〇子ども一人一人が活躍できる場の設定  〇自分たちで考えたり、話し合ったりする機会の設定  〇学校生活におけるルール・マナーの徹底  〇プラスの評価   など 

☆ 「十分な睡眠をとっている」と回答する                                 
【児童アンケート】Ａ：70％以上 

☆ 「学校は望ましい生活習慣を身に付け
るための指導を適切に行っている」と回
答する。 
【保護者アンケート】Ａ：70％以上 

教育目標揮毫者 山岸恒（望雲） 様 

トライアングルスマイル 

子ども，保護者・地域， 

教職員の笑顔の響き合い 

 

☆ 「運動が好きだ」と回答する。                                            
【児童アンケート】A：全児童の 80％以上 

☆ 体育的行事において、「めあてをもっ
て進んで運動に取り組んだ」と回答する。  
【児童アンケート】A：全児童の 80％以上  

４つの柱で教育活動を推進します 


